
仲間の先生方に向けても メ ッ セージをお願いし ます。

　 県外の大会に参加するたびに、 快く 送り 出し 、 応援し てく ださ っ て本当にあり がと う

ございます。 先生方の応援でいつも頑張れています。 今後もよろし く お願いいたし ます。

こ れから 教職員になる方に向けてメ ッ セージをお願いし ます。

　 私は、 常に応援さ れる人でいたいと 思いながら 競技を続けています。 組織と し て成り

立ってる以上、 自分のせいで他の先生が迷惑を被ったり 、 生徒たちに不利益があったり と 、

「 こ の人を応援できない」 と 思われた瞬間に、 やり たいこ と はできなく なると 思っている

から です。 自分のやり たいこ と を思う 存分するためにも 、 周り の先生たちや生徒たちに

対し て、 感謝をもって接すること のできる教員になってく ださ い。 応援し ています。

その取り 組みはどのく ら いの頻度で実施

し ていますか。 また、 どのく ら いの期間

継続し ていますか。

　 週に 2 、 3 日。 今年度、 チームが新たに発足

し たので、今のチームでの練習は 1 年ほどです。

その取り 組みを はじ めたき っ かけを 教え

てく ださ い。

　 小学 3 年生の頃、 母の転勤に伴い転校し た

小学校に少年団があり 、 興味を も っ たこ と が

き っ かけです。 父が経験者だっ たこ と も あり 、

バスケッ ト ボール一色の生活になり まし た。

その取り 組みにまつわる エピ ソ ード を で

き るだけ詳し く 教えてく ださ い。

　 高校時代、 実家を 出て 3 年間の寮生活を し

ながら 部活動を 続けたこ と が一番苦労し たこ

と だと 思います。 ただ、 自分がやり たいこ と

を 突き 詰める ために進学を し たので、 後悔は

あり ま せん。 そのおかげも あり 、 高校では 3

年間で夏冬合わせて 5 回の全国大会に出場す

る こ と ができ たこ と がいい思い出と なっ てい

ます。

あなたにと っ て、 その取り 組みはどんな

時間で すか？　 ま た、 そ の時間があ な

たの人生に変化やプラ スになっ たこ と が

あっ たら 教えてく ださ い。  

　 何にも 考えず、 好き なこ と に没頭でき る 時

間。 社会人になっ ても 同じ 目標を も っ て一緒

に取り 組む仲間ができ たのは、 今までの苦し

い時間を 乗り 越え て き た から だ と 思いま す。

バスケッ ト ボールでつながっ た縁で、 今も こ

う やっ て好き な競技を 続ける こ と ができ てい

るこ と が、 私にと っ て最大のプラ スです。

仕事と の両立で心掛けている こ と はあり

ますか？　 特に仕事以外の時間を どのよ

う に作っ ていますか。 また、 その時間を

作る コ ツ や工夫し ている こ と を 教えてく

ださ い。

　 自分のモ チ ベーシ ョ ン を あげる た めにも 、

大会や練習試合には積極的に参加する こ と を

心掛けていま す。 自分が培っ た経験や技術は、

部活動の指導を する にあたっ て生徒に還元で

き る も のも 多いと 思っ ている ので、 何事も 精

一杯取り 組むこ と は意識し ていま す。 オン・

オフ の切り 替えがはっ き り し ている 方なので 、

無理やり 趣味の時間を作っ たこ と はないです。

今後、 仕事以外で挑戦し たいこ と 、 勉強

し てみたいこ と 、 やっ てみたいこ と 、 目

標などがあり まし たら 教えてく ださ い。

　 体育の免許を 取得し て、 自分の幅を 広げて

いきたいなと 考えています。

I  さ ん　 　 中学校・ 教諭・ 国語科・ 経験年数 2 年

　 社会人チームに所属し 、 週に 2 、 3 日夜間の練習、 週末には中学校や高校にお邪魔し

て練習試合を し ています。 協会主催の大会やリ ーグ戦、3 X 3 の大会にも 出場し ています。

今年度は、 沖縄での九州大会や、 3 X 3 西日本予選で香川、 全国大会で神奈川など、 様々

なと こ ろ に遠征を するこ と ができ まし た。

鹿
児
島
県
教
育
委
員
会

×

鹿
児
島
大
学
髙
瀬
研
究
室

×

静
岡
大
学
塩
田
研
究
室

教
職
員
の
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
図
鑑

©（
一
社
）
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
す
べ
て
の
学
校
に

II  

ささ
んん

　　
No.
2

社会人バス ケッ ト ボール
No.
2


